
様式２－１ ［継続事業分］                                                                            平成３０年度事業別評価調書 

評価対象理由 計画変更を行おうとする事業 前回評価時の対応方針 委員会からの提言：事業継続、付帯意見等：無し、県の対応方針：事業継続 

整理番号 102 事業名〔地区名〕 交付金事業（道路）（再生復興） 
〔下郷町 一般国道118号小沼崎バイパス〕 

全体事業費 
11,100 
百万円 

採択年度 H14 完成目標年度＊ H32 担当部（局）課名 土木部 道路整備課 

※完成目標年度は、標準的な工程を想定して設定しているが、毎年度の予算は担保されたものではなく、用地取得状況や施工上の条件変化等、不確定な要素があるため、確定したものではない。 

１ 事業の概要 

• 会津縦貫道路は、「福島県総合計画（ふくしま新生プラン）」及び｢福島県復興計画（第３次）｣の｢復興まちづくり・交流ネットワーク基盤強化プロ
ジェクト｣に位置付けられ、県土の骨格となる6本の連携軸の会津軸を担う。 

• 事業箇所である下郷町付近は、急峻な地形のため自然災害に脆弱であり、また迂回路が無い区間において、災害発生時及び緊急搬送時等
には緊急輸送路としての信頼性が低いため、早期整備により安全・安心を確保する。 

• 延 長  Ｌ＝１．５km 
• 幅 員  Ｗ＝７．０（１２．０）ｍ 
• 主要構造物 (仮)田代トンネルL=678.0m 、(仮)下郷大橋L=342.5m  
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落石の状況 
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標準横断図 会津縦貫道路の整備効果 
（単位：mm） 

〔会津縦貫南道路の果たす役割〕 
～広域的な幹線道路のネットワーク～ 
 
①災害に強い道路のネットワーク 
→大規模災害時の広域的な避難や緊急物資等の輸送 
 を可能にする災害に強い交通体系の確保 
 
②地域相互の交流促進 
→人的・経済交流等の促進 
 
③地域生活の安定 
→一年を通じて定時性・速達性の確保に 
 よる、医療機関搬送への寄与 等 
 
④地域活性化 
→観光拠点の周遊化への寄与、 
行楽シーズンの現道渋滞緩和 等 

小沼崎バイパス 

会津縦貫道路 

小沼崎バイパス 
国道289号 
入叶津道路 

博士峠 
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全体事業費（県施工） 
事業 

執行済額 

年度別執行額 
30年度見込 

前回 今回 
（前回差） ～27年度 28年度 29年度 

7,539 11,100 
（+3,561） 

3,520 1,650 570 1,300 3,362 

（３）事業を巡る社会経済情勢の現状・変化、地元住民等の意向 
 〔評価 A ・ B ・ C 〕 

  
  
  

（５）費用対効果の状況・要因の変化  〔評価 A ・ B ・ C 〕 

３ 評価 

（４）評価指標の状況  〔評価 A ・ B ・ C 〕 

• 平成29年度までに用地取得を概ね完了し、残用地についても合意形成済み。 
• 平成30年度は田代トンネルの工事推進及び下郷大橋上部工に着手予定。 
• 事業区間内に生息する希少野生生物（猛禽類）にも十分配慮。 
• 主な増額の理由は、トンネル施工箇所の土質試験結果（一軸圧縮試験結果）からトン

ネル掘削方法を変更、周辺住民及び猛禽類に配慮し騒音対策が必要となった、トンネ
ル掘削残土の重金属対策が必要となった、下郷大橋上部工架設時において、林道を
使用して資機材搬入を行う予定であったが、橋梁部において大型車の通行が制限さ
れ、ケーブルクレーンを用いた搬入方法に変更となったため。 

• 平成32年度の完成を目指す。 

• 観光拠点の周遊化促進により、会津地方の地域振興が図られることが期待されてい
る。  

• 緊急輸送道路第一次確保路線に位置付けられており、災害発生時には主要拠点と接
続する緊急輸送道路としての機能が求められている。 

• 下郷町では道路整備に対する協力体制が整っており、完成への機運が高まっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                     （百万円） 

（１）現状及び見通し  〔評価 A ・ B ・ C 〕 

＊1：追加便益：26.7億円（迂回の解消効果、冬期交通の効果、CO2排出削減効果、救命救急へのアク
セス向上効果、防災効果） 

＊2：地域修正係数：1.642(会津) 

B/C= 
404.1+89.6+26.8

317.1+7.7
 ＝1.60 （前回値1.80） 

【その他参考となる数値】 
・現況交通量（H27） 10,331台/日   ・将来交通量（H42）   9,934台/日 

    

   

   

• 災害時の代替路を確保する。 
• 広域流通の機能拡充により人的・経済交流等の促進が図られ、地元産業が活性化さ

れる。（南会津地域から会津若松ICまでの所用時間が約30分短縮される。） 
• 南会津地域から第３次救急医療機関（会津中央病院）へのアクセス向上が図られる。 
• 行動圏の拡大により観光周遊化が促進される。また、観光地である「大内宿」周辺の行

楽期の深刻な渋滞が緩和される。 
 
 

 

（２）期待される効果  〔評価 A ・ B ・ C 〕 

（６）コスト縮減の取組・代替案の検討状況  〔評価 A ・ B ・ C 〕 

• 会津縦貫南道路隣接工区との調整による残土運搬費の縮減及びトンネル残土の盛土
材料としての有効利用。 

• 代替案については、崩落地形などの懸案箇所を最短で解消するルートであり、ルート変
更の可能性はない 。 

（１）県の対応方針案 （２）理由 

見直し継続 
計画変更により事業費が増加するものの、緊急輸送道路第一次確保路線の位置づけや、観光拠点の周遊化促進への期待などから
早期完成に向けた機運が高まっており、また前回評価時と同様の効果発現が見込まれることから、計画を変更し重点的に整備を進
める必要がある。 

・［Ｂ］道路事業における総便益（走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事 
    減少便益の合計） 
・［Ｃ］道路事業に要する総費用（道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する 
    費用の合計） 
・トンネル施工箇所の一軸圧縮試験結果が49N/mm2以下となり、トンネル掘削方法が
変更（発破掘削→機械掘削）となったこと、周辺住民及び猛禽類に対して騒音対策が

必要となったこと、トンネル掘削残土の重金属対策が必要となったこと、橋梁上部工施
工時の資材搬入計画が変更となったことにより、総費用（Ｃ）が前回より増加している。 

２ 事業の進捗状況等 

【参考値】 
B/C ＝ 404.1+89.6+26.8+26.7∗1

317.1+7.7
 × 1.642*2 ＝2.77 

 

評価基準 A：特に問題なし、B:問題あるが解決の見込みあり、C:問題があり解決が難しい 

 

評価指標 採択時（H14） 前回（H28） 完成時（H32） 備考 

H8防災点検 
要対象箇所 ５箇所 ５箇所 回避 

3箇所については
H29までに整備済 

異常気象時 
通行規制区間 ２．４ｋｍ ２．４ｋｍ 解消 
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